
加賀市文化会館 大ホール
〒922 - 0243
加賀市山代温泉北部２丁目６８番地
※駐車場に限りがあります。
お車でお越しの際はできるだけ乗り
合わせてお越しください。

渡
辺 

裕
太

11月23日
12：30

オープニングACT /

「山代あいうえお五十音図伝」

SPARKLE
13：00 開演

14：00 朗読劇

会場

申し込み方法

〒922 - 0243
加賀市山代温泉北部２丁目６８番地

加賀市文化会館 大ホール
＜プロフィール＞
1989（平成元）年、東京都生まれ。
劇団員。ドラマ、映画、舞台で俳優として
活躍。
バラエティー番組にも多数出演。
日本テレビ「news every.」「所さんの目が
テン !」、テレビ岩手「5きげんテレビ」に
レギュラー出演。
野菜ソムリエの資格を持つ。

文化庁、厚生労働省、石川県、石川県教育委員会、加賀市、加賀市教育委員会、 いしかわ百万石文化祭 2023 実行委員会、
いしかわ百万石文化祭 2023 加賀市実行委員会、山代温泉観光協会、明覚上人顕彰会、山代温泉まちづくり推進協議会

■ 主催

＜山代温泉観光協会＞■ 問い合わせ先
〒922-0243 加賀市山代温泉北部3丁目70番地
TEL 0761-77-1144 / FAX 0761-77-2109　E-mail：info@yamashiro-spa.or.jp

山
代
あ
い
う
え
お
五
十
音
図
伝

2023年
（木・祝）

朗
読
劇 

出
演

普
段
、何
気
な
く
使
っ
て
い
る「
あ
い
う
え
お
」。

日
本
語
の「
音（
お
ん
）」の
基
本
と
な
る「
五
十
音
図
」は
、

平
安
時
代
後
期（
一
〇
九
三
年
）に
山
代
温
泉
薬
王
院
温
泉
寺
の

住
職 

明
覚
上
人（
み
ょ
う
か
く
し
ょ
う
に
ん
）に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
い
う
え
お 

五
十
音
図
」は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
？

そ
の
誕
生
の
ド
ラ
マ
を
描
い
た
朗
読
劇
を

日
本
語
の「
音（
お
ん
）」の
響
き
と
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

こちらのQRコードから
お申し込みください。

FAXでお申し込みの場合

FAX：0761-77-2109

お名前・住所・電話番号・申込人数を
明記（様式は自由）し、下記番号へお申込み
ください。

山代温泉観光協会【送付先】

※駐車場に限りがあります。
お車でお越しの際はできるだけ乗り
合わせてお越しください。

事前申し込みが必要です

開場

15：30 終演（予定）

朗
読
劇

普
段
、何
気
な
く
使
っ
て
い
る「
あ
い
う
え
お
」。

日
本
語
の「
音（
お
ん
）」の
基
本
と
な
る「
五
十
音
図
」は
、

平
安
時
代
後
期（
一
〇
九
三
年
）に
山
代
温
泉
薬
王
院
温
泉
寺
の

住
職 

明
覚
上
人（
み
ょ
う
か
く
し
ょ
う
に
ん
）に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
い
う
え
お 

五
十
音
図
」は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
？

そ
の
誕
生
の
ド
ラ
マ
を
描
い
た
朗
読
劇
を

日
本
語
の「
音（
お
ん
）」の
響
き
と
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

―
 「
あ
い
う
え
お
」 
誕
生
も
の
が
た
り ―

『
明
覚
ひ
と
り
語
り
』

山
代
あ
い
う
え
お
五
十
音
図
伝

第
38
回
国
民
文
化
祭 

第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３

入場
無料



＜講師プロフィール＞ 1963（昭和38）年、長崎県生まれ。
大東文化大学文学部中国文学科教授。中国山東大学客員教授。博士（中国学）。
中国山東大学国際漢学研究センター「全世界漢籍総合目録プロジェクト」日本代表。
専門は、文献学、書誌学、日本語史など。イラストレーター、書家としても活動。

SPARKLE

会場アクセス
加賀市文化会館 大ホール

山
代
あ
い
う
え
お
五
十
音
図
伝

＜車でご来場の場合＞
■北陸自動車道、加賀インターチェンジ経由 ･･･ 所要時間 約１５分
[北陸自動車道 ] 加賀インターチェンジ（出） → [県道６１号線 ] → [県道６１号線 ] 
熊坂交差点（左折） → [ 国道８号線 ] 加茂交差点（右折） → 県道１４７号線

＜電車でご来場の場合（徒歩・バス）＞
■JR 加賀温泉駅、下車～会場まで徒歩 ･･･ 所要時間 約４０分
■JR 加賀温泉駅、下車～路線バス ･･･ 所要時間 約７分

◎ミニ基調講演

オープニングACT

プログラム

【講師】

山口 謠司 先生、渡辺 裕太さんによるフリートーク

◎朗読劇

山代あいうえお五十音図伝

― 「あいうえお」 誕生ものがたり ―「明覚ひとり語り」

◎アフタートーク

（大東文化大学文学部中国学科教授）

（地元チアグループ）

山口 謠司  先生

出　

演

「あいうえお」誕生の話

〒922-0243 加賀市山代温泉北部２丁目68番地

※

大
会
の
様
子
に
つ
い
て
主
催
者
の
許
可
を
受
け
た
組
織
や
事
業
者
が
撮
影
し
た

写
真
や
ビ
デ
オ
等
が
公
開
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

渡
辺 

裕
太

ス
タ
ッ
フ

脚
本 …

 

美
苗

演
出
・
作
曲 …

 

和
田 

啓

照
明 …

 

沖
野 

隆
一（RY

U
CO
N
N
ECT

IO
N

）

舞
台
監
督 …

 

松
本 

憲
治

制
作
協
力 …

 

小
西 

眞
由
美（
春
燈
社
）

山
代
の
皆
さ
ん

梵
語
（
ぼ
ん
ご
）

※

悉
曇
学（
し
っ
た
ん
が
く
）

 

梵
語
を
表
記
す
る
た
め
の
文
字『
梵
字（
ぼ
ん
じ
）』を
研
究
す
る
学
問

明
覚
上
人

薬
王
院
温
泉
寺

平
安
時
代
中
期
の
天
台
宗
の
僧
。 

薬
王
院
温
泉
寺 

中
興
の
祖
。

「
悉
曇
学（
し
っ
た
ん
が
く
）」を
独
学
で
学
び
、「
悉
曇
学
の
祖
」と

も
言
わ
れ
る
。 

多
く
の
著
書
を
残
し
、
主
な
著
書
に『
悉
曇
要
訣
』

『
梵
字
形
音
義
』『
反
音
作
法
』な
ど
が
あ
る
。

お
薬
師
さ
ん
こ
と「
薬
王
院
温
泉
寺
」は
、神
亀
二（
七
二
五
）年
、

僧 

行
基
が
白
山
登
山
の
折
に
温
泉
を
発
見
し
、
薬
師
如
来
な
ど

を
彫
っ
て
守
護
と
し
た
の
が
始
ま
り
。

十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
な
ど
の
文
化
財
を
所
蔵
。明
覚
上
人
の
供

養
塔「
薬
王
院
五
輪
塔
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）も
あ
る
。

（
み
ょ
う
か
く
し
ょ
う
に
ん
）

（
や
く
お
う
い
ん
お
ん
せ
ん
じ
）

古
代
イ
ン
ド
の
言
葉
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
異
称
。

イオン
加賀の里店

山代温泉観光協会

北部二丁目

加賀市文化会館加賀市文化会館

山代温泉観光協会

黒瀬

中代南

加茂
西島

黒瀬

加賀ＩＣ
方面

小松
・金
沢
方面

保賀詰橋保賀詰橋

大聖寺川

北部二丁目

文化会館前文化会館前

加茂道
中橋

山代東口
加茂道

中橋中橋

中代南

加茂
西島

山代東口

8

8
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364
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13：00

14：00

15：30 終演（予定）

朗
読
劇

―
 「

あ
い
う
え
お
」 

誕
生
も
の
が
た
り ―

『
明
覚
ひ
と
り
語
り
』

原
案
・
監
修 …

山
口 

謠
司

山
代
あ
い
う
え
お
五
十
音
図
伝

第
38
回
国
民
文
化
祭 

第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３

「
仏
の
教
え
」が
記
さ
れ
た
お
経
は

イ
ン
ド
の
お
釈
迦
様
が
話
し
た
言
葉
を

弟
子
た
ち
が
梵
語（
ぼ
ん
ご
）で
書
き
留
め
て

そ
れ
が
中
国
に
伝
わ
り
漢
字
に
訳
さ
れ
た
も
の
。

漢
字
だ
ら
け
で
普
通
の
人
々
に
は
読
め
な
い
し

仏
の
教
え
も
伝
わ
ら
な
い
。

「
ど
う
し
た
ら
仏
の
教
え
が
人
々
に
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
？
」

明
覚
さ
ん
は

た
ど
り
着
い
た
山
代
温
泉
の
薬
王
院
温
泉
寺
で

旅
の
疲
れ
を
と
る
べ
く
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
考
え
て
い
た
。

そ
の
と
き

　

湯
け
む
り
の
中
で「
温
泉
の
君
」と

　
　
　
　
　
　
　
　

運
命
の
出
会
い
を
果
た
す ―

―

こ
れ
は

日
本
語
の
基
本
と
な
る
五
十
音
図
を

作
っ
た
と
言
わ
れ
る
明
覚
上
人
の

夢
と
浪
漫
の
も
の
が
た
り
。

Google Map


